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嘔吐･下痢がある時は早めに受診を
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いよいよ師走｡これから本格的な冬を迎えます。

冷えや寒さを防ぐには､やたらに厚着をするよりも､保温効果のある肌着を着たり､足元を暖かくするのが効果的

といわれていますも温かい飲み物を飲んだりゆっくりお風呂に入るなどして､体を冷やさないようにしましょう。

蟹露
ｲﾝﾌﾙｴﾝサにかかったら､暖かくしてしっかり休養をとり､登校は､発症した後5日を錘L竺､かつ燃
した後2日を経過してからにしましょう。にしましょう。

これからは｢感染性胃腸炎｣の患者も多くなります｡つらい思いをしないように､次のことを実行していきましょう。

｢手洗いを徹底する｣｜憾の管理を自分でしっかり制鴬珍〆 ‐
鰺ノ★手洗いは､石けんを使って丁寧に｡(食事の前･調理の前.ﾄｲﾚの後外出から帰った後など)

★体力･免疫力の低下を防ぐために、 睡眠時間を確保し､食事をきちんととる。

米今年はインフルエンザのワクチンが不足しているため､受診してもすぐに接種できないことがあるようですも

〈~撫鞠F>
簔種を考えている人は､必ｳ鐸関に確認してくださし砧

乞隔天あ王禿宮9

簔種を考えている人は､必ず医療擬関に確認してくださしち
乾燥した空気から
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かぜやインフルエンザにかがったら､周囲の人にうコさないように気配りをしましょう。 P
U

F
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暖房器具を使う日々ですが、長時間皮膚の同じ所に熱源を当てていると、低い温度であってもやけどを起こ

すことがありますb表面が赤くなったり水萢等の症状があって上リヒリと痛みを感じる場合は、医師の診察を

受けましょう。なお、自覚症状を伴わないで低温やけどになる場合もあるのでミ注意してください。
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貼るタイプのカイロを使うときは、肌に壁貼らないようにし、貼ったまま寝るのはやめましょう。

蕊 織蕊 1
～11月のf呆1=U月手I犬Z兄◆ ～（人）） （2学年期末考査11〃0～11/29

1学雫女子で頭痛や腹痛を訴えた人が多くいました。月曜

日の来室がとても多く、他の曜日の約2.6倍です5

かぜで体調を崩している人もいますが、今のところ校内で

インフルエンザの流行はありません。引き続き体調管理を

診つかり行いましょう。 ，
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